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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月22日(2018.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくともポリエステル樹脂を含有するトナーであって、前記ポリエステル樹脂が、以
下構造（Ａ）で表される構造を有しており、前記トナーの６０℃における貯蔵弾性率Ｇ’
(６０)が２．０×１０６(Ｐａ)＜Ｇ’(６０)＜４．０×１０７(Ｐａ)であり、かつ１３０
℃における損失正接ｔａｎδ(１３０)が１．３＜ｔａｎδ(１３０)＜４．５であることを
特徴とするトナー。
　構造（Ａ）：３以上の結合手を有するＲ１と、前記結合手の数と同数のＲ２とを有し、
前記Ｒ１の各結合手と各Ｒ２とが、ウレタン結合又はウレア結合を介して結合した構造で
あって、前記Ｒ１の各結合手と各Ｒ２との結合が、下記構造式１）～３）のいずれかで表
される構造。
１）　Ｒ１－ＮＨＣＯＮＨ－Ｒ２
２）　Ｒ１－ＮＨＣＯＯ－Ｒ２
３）　Ｒ１－ＯＣＯＮＨ－Ｒ２
　ここで、
　　　　　Ｒ１：３価以上のアルコールに由来する、又は３価以上のポリイソシアネート
に由来する、芳香族、又は脂肪族系の有機基、
　　　　　Ｒ２：ポリエステルポリオールに由来する基を表す。
【請求項２】
　前記トナーのテトラヒドロフラン（ＴＨＦ）に対する不溶分（ＴＨＦ不溶分）の示差走
査熱量測定（ＤＳＣ）の昇温２回目におけるガラス転移温度（Ｔｇ２ｎｄ）が－２５℃以
上０℃以下である請求項１に記載のトナー。
【請求項３】
　前記トナーのＴＨＦ不溶分が、３価の脂肪族のイソシアネートに由来する構造部分を複
数有する請求項１から２のいずれかに記載のトナー。
【請求項４】
　更に、ガラス転移温度が４０℃以上７０℃以下である第二のポリエステル樹脂を含有し
、前記トナーの示差走査熱量測定（ＤＳＣ）の昇温１回目におけるガラス転移温度（Ｔｇ
１ｓｔ）が２０℃以上５０℃以下である請求項１から３のいずれかに記載のトナー。
【請求項５】
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　更に、結晶性ポリエステル樹脂を含有し、前記結晶性ポリエステル樹脂の融点が、６０
℃以上８０℃以下であり、前記トナーの示差走査熱量測定（ＤＳＣ）の昇温１回目のガラ
ス転移温度（Ｔｇ１ｓｔ）と昇温２回目のガラス転移温度（Ｔｇ２ｎｄ）との差（Ｔｇ１
ｓｔ－Ｔｇ２ｎｄ）が、１０℃以上である請求項１から４のいずれかに記載のトナー。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれかに記載のトナーを含むことを特徴とする現像剤。
【請求項７】
　静電潜像担持体と、前記静電潜像担持体上に静電潜像を形成する静電潜像形成手段と、
前記静電潜像担持体に形成された前記静電潜像を現像して可視像を形成する、トナーを備
える現像手段とを有し、
　前記トナーが、請求項１から５のいずれかに記載のトナーであることを特徴とする画像
形成装置。
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